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◼ 本学の第３期中期計画の重点方針の一つである「国際
的な取り組みの具体的なプログラム」である「海外イ
ンターンシップの推進、理系分野の大学院生を対象と
したプログラムの拡充」として位置づけ、実施してい
ます。

◼ 理系４研究科（理学研究科・都市環境科学研究科・シ
ステムデザイン研究科および人間健康科学研究科）の
横断的共同事業です。

◼ 本学の改革推進費（海外インターンシップの推進）に
より、参加学生の研修費用を補助しています。学生の
負担は航空券、ホテル、食事など実費のみです。

本海外研修プログラムの位置づけ



◼ 理系４研究科の博士前期＆後期課程の大学院生を対象
とした、海外の企業・大学訪問＆研修プログラムです。

◼ これまで13年間、13回のプログラムを開催しています。
過去の参加者からは毎年、高い評価を得ています。

◼ 参加学生の経済的負担も考慮し、訪問先をこれまでの
アメリカ西海岸(シリコンバレー)から変更し、昨年度
から近年発展の著しいシンガポール、マレーシアを新
たな訪問先として設定しました。

◼ シンガポールとマレーシアに拠点を持ち、理系人材の
国際的な活躍を支援する株式会社リバネスと連携して
実施しました。

本海外研修プログラムの実施実績



東京都立大学の理系大学院生が、事前（国内）研修と実地
（海外）研修を通じて、参加者の自主性を引き出すととも
に、自己の再発見をめざす。

事前（国内）研修 実地（海外）研修

• 事前調査
• プレゼンテーション事前準備
• 大学訪問準備

• 企業・政府関連機関訪問
• 大学研究室訪問
• 体験の振り返り

理系大学院生 海外研修プログラム

海外の場で、文化や専門性の異なる相手とのコミュニケー
ション力を身につけ、自身の研究及びキャリアの目標に向
けて行動を起こすきっかけを提供する。

本海外研修プログラムの特徴・目的



◼ 今年度も残念ながら、新型コロナウィルスの影響により、
シンガポール・マレーシアの訪問、実地(海外)研修は行
えませんでした。 (2021年7月に海外渡航を断念)

◼ 実地研修として、代替として国内研修を実施しました。

◼ 海外渡航は出来ませんが、シンガポール・マレーシアと
のオンライン接続、国内の多国籍企業の訪問/対面交流な
ど、コロナ禍でも最大限、英語を用いたグローバルな経
験、体験ができるようにプログラムを設計しました。

◼ 国内代替実施であっても、本研究プログラムの目的であ
る「自己の再発見」「行動を起こすきっかけ」の場とし
て参加学生にとっては有意義であり、プログラムの目的
をある程度達成できていると考えられます。

コロナ禍での本プログラムの実施



(1)応募説明会＋第1回事前研修(2021年7月28日(水))

(2)第2回事前研修 2021年9月19日（日）
会場：リバネス本社（飯田橋）
研修内容：

自己紹介のためのセルフマーケティング
ビジネスアイデアのプレゼンテーション
大学研究室アポイントメントメール 他

※ 上記とは別に、南大沢キャンパスにおいて教員参加によ
る壮行会も実施

※ 全体での研修以外にもグループごとに、教員・リバネスス
タッフを加えて形も含め、自主的にオンラインミーティ
ングを多数実施

本海外研修プログラムの内容



（２）実地(国内代替)研修
2021年11月1日(月)～4日(木)
研修施設：センターオブガレージ(墨田区)、都内企業訪問
(前日夜から4泊5日、研修施設近くのホテルに宿泊)

引率：井尻 助教 (システムデザイン学部 機械システム工学科)

【オンライン接続・対面訪問先】
・大学・政府機関：マレーシアプトラ大学(UPM)、マレー
シア国民大学(UKM)、国立シンガポール大学(NUS)、シン
ガポール科学技術研究庁(A*STAR)他
・日系企業（対面／オンライン併用）：
株式会社チャレナジー、三井化学株式会社

・ベンチャー企業：
Hydroleap Pte Ltd, Adatamed Pte Ltd, Qarbotech

Sdn.Bhd.,Life Origin他

本海外研修プログラムの内容



（２）実地(国内代替)研修
【研修内容】
・シンガポール、マレーシアの研究・開発
施設紹介の聴講、起業家や研究者の講演、
参加学生自己紹介、意見交換

・ベンチャー企業、日系企業でのビジネス
アイデアプレゼン

・NUSほかの研究者オンライン接続(事前
に各自メールでアポイント）、お互いの
研究紹介、ディスカッション

・大学・研究機関の研究者・学生および現
地リバネススタッフとのグループワーク、
ディスカッション

・海外経験豊富な日本人研究者の講演、
海外経験豊富な首都大OGおよび都立大現
役大学院生によるディスカッション

本海外研修プログラムの内容



理系大学院生
海外研修プログラム
実地(国内代替)研修

行程表
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https://www.comp.tmu.ac.jp/global-training/
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https://www.comp.tmu.ac.jp/global-training/
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https://www.comp.tmu.ac.jp/global-training/pdf/20201student_report.pdf


